
・西又は南向きで日当たりが良好な園地で、雨
水が停滞せず土壌が乾燥しやすい緩傾斜園
地が適地。
・露地栽培、越冬栽培（1～2月出荷）、ハウス
栽培（6～8月出荷）の３つの作型で栽培。

・糖度10度以上の果実を原則生食用で販売。
・「さぬき紅」、「金時紅」、「小原紅」（総合商標）
を商標登録し贈答品としても知名度がＵＰ。

・中華圏では春節を前にみかんを贈る風習か
ら紅い色のみかんが好まれることから、輸出へ
の引き合いも強い。

・一定の品質基準を満たす県ブランド「さぬき
讃フルーツ」として推奨
・平成29年12月に「香川小原紅早生みかん」が
地理的表示（ＧＩ）として登録。

【果樹】｢小原紅早生｣栽培の取組（ＪＡ香川県） 【香川県】
小原紅早生に着目したポイント

「小原紅早生」は香川県で発
見されたうんしゅうみかん品種
で、平成5年にJA香川県が品
種登録。一般的なうんしゅうみ
かんにはない濃紅色の外観
と、食味の良さを兼ね備えて
いることから、他品種との差別
化に着目。

・ 日照時間が長く、雨が少なく、冬温暖な瀬戸内式気候のもと、
県下中西部の海岸線のうんしゅうみかん産地において生産。

・ 産地では、鮮やかな濃紅色の外観に見合う果実品質を確保
するため、栽培技術を向上させ、産地全体で安定して高品質
果実を可能とする栽培管理体制へと発展。

取組産地の概要

【地域の連携状況】

・定期的に全園地品質調査
を行い、結果に基づいた営
農指導をＪＡ香川県、普及
センターが協力し実施。

・推進大会を果樹研究同志
会、ＪＡ香川県、県が連携し
て開催し、生産者との間で
振興対策を共有化。
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・香川県内のみかん産地6カ所に、それぞれ生
産部会がある。
・主な産地は坂出市、高松市、三豊市。
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【実績】
・栽培面積は、28年産約86haで5
年間で24ha増加しており、単価も
一般のうんしゅうみかんに比べ80
円/kg高く取引。
・発祥の地・坂出市では、「金時
みかん」とも呼ばれ、特産品であ
る「金時にんじん」、「金時いも」を
加えた３つの総称「坂出三金時」
として、県内外に地域をアピール
できる地域資源として認知。

・加工品は「さかいでブランド」とし
てＰＲ。

【今後の展望】
・37年生産振興目標115ha
・国内と同等以上の手取価格
で販売できる輸出の環境整備

・新需要の創出に向けた取組
を促進

お ば ら べ に わ せ

「香川小原紅早生みかん」(GI登録)


